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1. まえがき  
近年、観光に対する経済的な期待が高まって

いる。全国の大学で「観光学」を掲げる学部・

学科が増えており、21 世紀に観光が基幹産業に
なるという期待がある[1]。 
また、観光者自らが行先やルートを設定し、

自由な旅行を楽しむケースが近年増えている。

このような観光は「自律的観光」と呼ばれてい

る[2]。つまり観光者は定められたコースを巡る
観光ではなく、好きなときに好きな場所を訪れ、

特定の目的地を設けない「散策」を行う観光を

好む傾向に変わりつつある。 
しかし、現在提供されている既存の観光支援

システムでは観光者の目的地や訪れたい観光ル

ートがあらかじめ決まっていることを想定し、

観光時間の効率を重視し、最短・最適の経路を

立案・指定するものが多い。このように経路が

提示されると利用者は指定された経路を辿るこ

とが多く、自由気ままな行動が制限され、散策

を楽しむ機会が減少する。効率を重視した既存

の観光支援システムは、限られた時間の中で見

知らぬ土地を歩く利用者にとっては非常に便利

である反面、ぶらぶらすることを楽しむ散策観

光の支援には向いていない。 
そこで本研究では散策観光を支援するために、

観光者の自由気ままな行動を制限することなく、

観光地での新たな発見や出会いを創出するシス

テムを提案する。観光者の行動を制限すること

のないように、目的地を定めず、天候や時刻、

あるいは季節など、その時、その場限りの利用

者の状況のみに基づいて観光スポットを推薦す

る。また、利用者の意思で様々な観光スポット

にたどり着いたと思わせることで自由な散策観

光を創出するために、その推薦対象への訪問を

強制することはないが、自然と足が向くような

何気ない仕掛けを提供するインタフェースを目

指す。本研究では、推薦する対象の位置やその

詳細情報に関する情報量の点で、複数のインタ

フェースを提案する。 
 
 
 
 

2. 関連研究  
2.1 気分にもとづいた情報推薦システム  
観光者のその日の気分にもとづいた情報推薦

システムとして杉浦らが開発した「京のおすす

め」がある[3]。このシステムでは、利用者の気
分や、訪れたいスポットの特徴などを任意に選

択させ、選択された項目に当てはまる京都府の

観光スポットを複数推薦するシステムである。

推薦するスポットは評価グリッド法とウェブア

ンケートによって得られたデータに基づき、条

件付き確率によって求められている。本研究で

は、推薦する観光スポットの選出には、杉浦ら

が提案したこの手法を拡張する。 
2.2 仕掛けの効用  
ちょっとした仕掛けがちょっとした意識や行

動の変化を生み、それが社会的に大きなインパ

クトをもたらすことがある。このような効用は

「仕掛け」と呼ばれ、様々な仕掛けが考案され

ている。例えば近年の行動経済学では「ナッジ

nudge」と呼ばれる「軽い一突き」の誘導が注目
されている[4]。その一例として、オーバリン大
学では学生寮にて水と電気代の節約のために、

男の顔写真をシャワー室の天井に貼ることで一

人当たりのシャワー時間を短くする試みが行わ

れている[5]。強制的にシャワー時間を厳しく取
り締まるのではなく、人の心理を適切に利用し

ている。このような強制的でない誘導をナッジ

と呼び、人の選択の自由を妨げず、よりよい方

向に誘導することを目的としている。 
	 本研究では、利用者の観光行動の自由を妨げ

ずに推薦する観光スポットへ誘導するために、

ナッジの考え方に基づく観光誘導法を目指す。 
 
3. システム概要  
3.1 推薦スポットの提示方法  
システムに強制されることなく、利用者があ

くまで自分自身で気に入った観光スポットを発

見した、自由に散策を楽しめたと利用者に感じ

させるには、抽出した推薦スポットの情報をど

のように利用者に提示するのか重要である。情

報を明確に提示しすぎると利用者に対して強く

推薦しすぎることになり、本研究の本意ではな

くなる。逆に、情報の提示方法が弱い、または
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情報が少なすぎるとそもそも利用者を誘導でき

ない可能性がある。そこで、本研究では推薦す

る観光スポットの提示方法を複数提案し、それ

ぞれに対して評価実験することで、強制的でな

いが訪問を促すインタフェースを検証する。 
	 観光スポットの情報は、そのスポットが何で

あるのかという情報と、そのスポットがどこに

存在するのかという位置情報にわけることがで

きる。そこで、それぞれについて提示する情報

が有する情報量の観点で提示方法を複数提案す

る。 
 

 
図 1	 推薦スポットの提示パターン 

 

 
図 2	 スポットの提示方法の例 

 
	 図 1 は本研究で提案する観光スポット情報の
表示パターンを示したものである。本システム

では図 1 に従って、詳細情報と位置情報で提案
したそれぞれの手法を組み合わせ、どの誘導手

法が利用者に対してナッジできるのか、あるい

はその手法が有効な誘導であるかどうかを検証

する。例えば、「写真とともに提示」かつ「ピ

ンを立てて詳細な位置の表示」のパターンの場

合、推薦スポットの場所にスポットの写真を表

示する（図 2）。 
3.2 システムの概要  
	 本システムについて説明する。本システムは

移動中に使用することを想定しているため、

AndroidOS を搭載したスマートフォン向けのア
プリケーションで実装した。利用者の現在地や

その日の天候や季節、時間帯などから利用者の

その時の気分を分析するために GPS を利用して
情報を取得する。また、これらの情報を基に杉

浦らの手法を用いて推薦するスポットの抽出を

行う。抽出した結果を前節で述べた誘導方法を

用いて地図上に表示する。推薦された場所に行

くかどうかはあくまで観光者の判断に委ね、観

光者の自由を制限しないというねらいがある。 
 
4. 評価方法  
4.1 評価実験場所  
	 本システムの評価実験は京都市東山地区にあ

る清水寺エリアと祇園エリアにて行う。この地

域には歩くことが可能な範囲内に数多くの観光

スポットや店舗があり、散策観光に向いている

ためである。 
4.2 評価実験方法  
	 評価実験では 12 人の学生を対象に、本システ
ムを実装した端末を利用して散策観光を行って

もらう。あるエリアにおいて、被験者 1 名に対
してスポットの位置情報、または詳細情報のど

ちらかを 1 パターンに固定し、他方を変化させ
てシステムを利用してもらう。被験者が立ち寄

ったスポットを記録し、これらのスポットと推

薦したスポットを比較することで観光スポット

への誘導率を測る。誘導を強制することがなか

ったかについては、実験後に被験者に対してア

ンケートを実施し、心理的な印象を評価する。 
 
5. あとがき  
	 本研究では、観光者の自由な観光を妨げるこ

となく、目的地を特に設けない散策観光を支援

するための観光スポット推薦とおよびそのイン

タフェースを複数提案した。現在は評価実験で

得られたデータを分析中であり、今後提案した

インタフェースの有効性を確認する。 
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